
定
の
基
準
を
満
た
す
管
理
組
合
が
作

成
し
た
管
理
計
画
の
認
定
等
を
行
う

こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
に
伴

い
、
令
和
６
年
度
か
ら
発
生
す
る
同

認
定
手
続
に
対
す
る
手
数
料
を
定
め

る
た
め
、
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◆
議
案
第
８
号　

　

龍
ケ
崎
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
制
度
の
安
定
的
な

運
営
の
た
め
に
国
が
進
め
て
い
る
都

道
府
県
単
位
の
保
険
料
水
準
の
統
一

に
向
け
、
被
保
険
者
の
保
険
税
負
担

が
急
激
に
変
化
し
な
い
よ
う
、
段
階

的
な
税
率
等
の
見
直
し
を
図
る
た

め
、
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◎
討
論

伊
藤
議
員　

条
例
改
正
に
よ
り
、
全

て
の
加
入
者
が
増
税
と
な
る
、
市
民

負
担
増
の
議
案
で
す
の
で
反
対
し
ま

す
。

◆
議
案
第
９
号　

　

龍
ケ
崎
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
「
介
護
保
険
法
施
行
令
」
等
の
一

部
改
正
に
よ
り
、
第
１
号
被
保
険
者

の
保
険
料
率
の
標
準
段
階
が
、
現
行

の
９
区
分
か
ら
13
区
分
と
な
る
こ
と

に
伴
い
、
新
た
な
区
分
の
基
準
総
所

得
金
額
を
定
め
る
と
と
も
に
、
本
市

の
「
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
」

に
基
づ
き
、
令
和
６
年
度
か
ら
令
和

◆
議
案
第
１
号

　

龍
ケ
崎
市
多
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
に

つ
い
て

　

令
和
７
年
度
の
供
用
開
始
に
向
け

て
整
備
を
進
め
て
い
る
、
新
た
な
保

健
福
祉
施
設
内
に
設
置
す
る
「
多
世

代
交
流
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い
て
、
そ

の
位
置
付
け
や
事
業
内
容
、
使
用
料
、

管
理
方
法
な
ど
の
必
要
な
事
項
を
定

め
る
た
め
、
条
例
を
制
定
す
る
も
の

で
す
。

◆
議
案
第
４
号　

　

龍
ケ
崎
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

老
朽
化
や
管
理
組
合
の
担
い
手
不

足
が
顕
著
な
マ
ン
シ
ョ
ン
の
増
加
を

背
景
と
し
て
、
令
和
２
年
に
「
マ
ン

シ
ョ
ン
の
管
理
の
適
正
化
の
推
進
に

関
す
る
法
律
」
が
改
正
さ
れ
、
各
自

治
体
に
お
け
る
「
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理

適
正
化
推
進
計
画
」
の
作
成
や
、
一

８
年
度
ま
で
の
第
１
号
被
保
険
者
の

各
段
階
に
応
じ
た
保
険
料
率
を
定
め

る
た
め
、
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

◎
質
疑

金
剛
寺
議
員　

保
険
料
改
定
に
よ
る

税
収
の
増
額
見
込
み
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

健
康
ス
ポ
ー
ツ
部
長　

現
行
税
率
で

の
試
算
で
は
、
不
足
額
が
約
３
億
４

千
万
円
と
な
り
ま
す
が
、
保
険
料
改

定
に
よ
り
２
億
３
千
万
円
の
増
収
を

見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

◆
議
案
第
17
号　

　

権
利
の
放
棄
に
つ
い
て

　

牛
久
沼
の
湖
畔
に
あ
る
建
物
を
撤

去
せ
ず
に
い
る
所
有
者
に
対
す
る
損

害
賠
償
請
求
権
に
つ
い
て
、
当
該
建

物
を
第
三
者
へ
譲
渡
す
る
こ
と
に
よ

り
、
市
有
財
産
の
適
切
な
管
理
を
図

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
当
該
所
有

者
の
求
め
に
応
じ
て
、
そ
の
権
利
を

放
棄
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

◎
討
論

大
野
誠
一
郎
議
員　

当
該
建
物
が
解

体
さ
れ
れ
ば
景
観
が
よ
く
な
り
、
市

は
１
円
も
要
せ
ず
長
年
の
課
題
が
解

消
さ
れ
経
済
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
主

張
し
て
い
る
が
、
第
三
者
に
対
し
解

体
の
代
償
と
し
て
、
市
民
の
財
産
で

あ
る
牛
久
沼
の
市
有
地
を
差
し
出
す

の
で
す
か
ら
、
龍
ケ
崎
市
は
一
番
失

う
も
の
が
多
く
得
る
も
の
は
な
い
。

　審議された主な議案の内容と、本会議で行われた議案に対する質疑や討論の一部について掲載しています。
　議案を所管する委員会においても、議案等の審査を行っており、その審査内容の一部を 15 ページに掲載し
ています。

▼
第
１
回
定
例
会
（
３
月
）

（7）市議会だより 209 号

◀新保健福祉施設のイメージ
　ムービーがご覧いただけます

意見書を提出しました
最低賃金の大幅引き上げと中小企業支援策の拡充を求める意見書

◀意見書の内容については
　こちらからご覧ください

意見書では、以下の項目について早期実現を求めています。
１　政府は、全国一律最低賃金制度を確立し、地域間格差を縮小させるための施策を進めること。
２　政府は、最低賃金の引き上げとセットに税や社会保険料の事業主負担の軽減など中小企業への具体的経済
　　支援策を国の責任として拡充すること。
３　茨城県地方最低賃金審議会は、茨城県の最低賃金を令和 6 年 10 月に 1,000 円以上に引き上げ、1,500 円
　　を目指すこと。　

本会議


